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評価の観点
学期 単元の評価規準

単　元　名

（ 題 材 ）
評価方法

学 習 内 容

（小単元）

前

期

中

間

・感染症の基礎知識を理解し、

感染予防対策や介護従事者の

健康管理について学びます。

ａ：

ワークシート

実技

ｂ：

ワークシート

ｃ：

ワークシート

行動観察

・感染のしくみや感染予防の基

礎知識を理解し、医療的ケアに

おける感染予防の技術を学び

ます。

・心身の健康について理解し、

バイタルサインの測定や急変状

態の把握と対応における技術

を学びます。

・睡眠・休養の意義や目的、睡

眠の種類とリズムを理解し、日

常生活における睡眠・休息の重

要性について学びます。

・移動の支援の技法を理解し、

利用者の心身の状況に応じた

安全で安楽な介護技術を学び

ます。

生活支援の考え方

医療的ケアの理解

睡眠・休養の意義と目

的

移動の支援の技法

ａ：感染症の基礎知識を理解し、感染予防

対策（手洗い）の技術を身につけている。

ｂ：感染症や感染予防対策に関する課題

を発見し、解決しようとしている。

ｃ：感染症や感染予防対策について自ら

学び、主体的かつ協働的に取り組もうとし

ている。

ａ：健康状態の把握について理解し、技術

を身につけている。

ｂ：健康状態の把握に関する課題を発見

し、解決しようとしている。

ｃ：健康状態の把握について自ら学び、主

体的かつ協働的に取り組もうとしている。

ａ：移動の支援の技法について理解し、技

術を身につけている。

ｂ：移動の支援に関する課題を発見し、解

決しようとしている。

ｃ：利用者の心身の状況に応じた安全で

安楽な移動の支援について自ら学び、主

体的かつ協働的に取り組もうとしている。

評 価 の 観 点

前期中間

前 期 末

後期中間

後 期 末

前期中間

　自立生活の支援について体系的・系統的に理解するとともに、関連

する技術を身につけている。

　自立生活の支援の展開に関する課題を発見し、職業人に求められ

る倫理観を踏まえ科学的な根拠に基づいて創造的に解決している。

　健全で持続的な社会の構築を目指して自ら学び、自立生活の適切

な支援に主体的かつ協働的に取り組もうとしている。

思考・判断・表現

知識・技術ａ

ｂ

ｃ
主体的に学習に取り組

む態度(意欲)

評価の観点の趣旨 学期
割 合

40

40

40

後期中間

科目番号

令和５年度 年間指導計画 D人間11

Ａ科:動物科学科　Ｂ科:植物科学科　Ｃ科:食品科学科　Ｄ科:人間科学科　Ｅ科:環境科学科

教　科 福祉 科　目 生活支援技術

学

習

方

法

　 生活支援の理解、自立に向けた生活支援、緊急時・災害時の支援、終末期の支援、医療的ケアなどについて、必要な支援の方

法について講義をした上で実践的・体験的な学習をします。

　 実践的・体験的な学習活動は、支援方法（介護者役）の体験、支援される（利用者役）体験の両方をしながら、尊厳の保持や自

立支援、生活の豊かさの観点等から、利用者主体の生活ができるよう、利用者の状態像に合った根拠に基づいた安全・安楽な介

護実践を行うための知識・技術を習得します。

教科書 実教出版「生活支援技術」 ミネルヴァ書房「介護職員初任者研修テキスト」副教材

２学年人間科学科選択

　 福祉の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、適切で安全・安楽な生活支援技術を提供す

るために必要な資質・能力を育成することを目指します。

学

習

目

標

4 学年・学科

後 期 末

10

10

15

15

15

15

重み付け
考 査

10前 期 末

40

30

30

考査以外

30

30

15

15

15

15

2010

学

　

習

　

評

　

価

20

20

20

20

20

20

20

30

30

30

30

前 期 末

後期中間

後 期 末

前期中間

20

20

20

20
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〇 〇
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・尊厳を保持することの重要性

を理解し、利用者の自立に向け

た支援について学びます。

生活支援の考え方

ａ：

ワークシート

実技

ｂ：

ワークシート

ｃ：

ワークシート

グループワーク

発表

行動観察

ａ：尊厳の保持や自立支援の考え方につ

いて理解している。

ｂ：尊厳の保持や自立支援に関する課題

を発見し、解決しようとしている。

ｃ：尊厳の保持や自立支援について自ら学

び、主体的かつ協働的に取り組もうとして

いる。

緊急時の支援

終末期の支援

後

期

末

家事の支援

前

期

末

後

期

中

間

・生活の個別性や多様性を理

解し、利用者のＱＯＬの維持・向

上をめざした生活支援のあり方

を学びます。

・利用者の生活歴や時代背景

の尊重、潜在能力を引き出す支

援、多職種連携の重要性を理

解し、利用者の生活をよりよくし

ていくための支援について学び

ます。

・清潔にする、清潔を保つことの

意義や目的、入浴の作用を理

解し、自立に向けた入浴・清潔

保持の支援について学びます。

・排泄の支援の技法を理解し、

利用者の心身の状況に応じた

安全で安楽な介護技術を学び

ます。

・自立生活を支える家事支援の

意義とＩＣＦの視点について学び

ます。

・身じたくの意義や目的、アセス

メントの視点を理解し、自立に

向けた身じたくの支援について

学びます。

・利用者の自分らしい生活の実

現のための支援について学び

ます。

・ＩＣＦとは何かを理解し、ＩＣＦの

活用について学びます。

生活支援と介護過程

身じたくの支援

生活の理解

清潔保持の支援

排泄の支援

ａ：ＩＣＦについて理解している。

ｂ：ＩＣＦの活用に関する課題を発見し、解

決しようとしている。

ｃ：ＩＣＦの活用について自ら学び、主体的

かつ協働的に取り組もうとしている。

ａ：身じたくの支援にかかわる基本的知識

について理解している。

ｂ：自立に向けた身じたくの支援に関する

課題を発見し、解決しようとしている。

ａ：生活支援の考え方について理解してい

る。

ｂ：個別性や多様性のある生活や生活支

援のあり方に関する課題を発見し、解決し

ようとしている。

ｃ：個別性や多様性のある生活や生活支

援のあり方について自ら学び、主体的か

つ協働的に取り組もうとしている。

ａ：入浴・清潔保持にかかわる基本的知識

について理解している。

ｂ：自立に向けた入浴・清潔保持の支援に

関する課題を発見し、解決しようとしてい

る。

ｃ：利用者の心身の状況に応じた安全で

安楽な排泄の支援について自ら学び、主

体的かつ協働的に取り組もうとしている。

ａ：家事支援にかかわる基本的知識につ

いて理解している。

ｂ：家事支援における利用者の自立支援

に関する課題を発見し、解決しようとして

いる。

ａ：緊急時における応急手当の方法につい

て理解し、技術を身につけている。

ｂ：緊急時における応急手当の方法に関す

る課題を発見し、解決しようとしている。

ｃ：緊急時の支援について自ら学び、主体

的かつ協働的に取り組もうとしている。

ａ：死後のケアについて理解している。

ｂ：死後のケア、グリーフケアに関する課題

を発見し、解決しようとしている。

ｃ：死後のケアについて自ら学び、主体的

かつ協働的に取り組もうとしている。

・安全に医療的ケアを提供する

重要性を理解し、急変時の対

応方法を学びます。

・終末期ケアにおけるアセスメン

トの視点や症状に対する具体

的な支援と留意点を学びます。

（エンゼルケア、グリーフケア）

・緊急時における応急手当の方

法を理解し、緊急時に的確に対

応し、行動できる技術を学びま

す。
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